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「学校改革」 を引き起 こ す教師の 逸脱

一
保守的 ・閉鎖的な教師集団 との 関連か ら一

原 田拓馬 （山 口 大学大学院）

1．問題の 所在

　 こ れ ま で ，「学校改革」 を引き起 こす教師の

存在は，第 1 に教師集 団の 保守性 ・閉鎖性 を

指摘 して きた教師文 化研究 の 文脈，第 2 に教

師文化研 究を背景 と した学校組織 にお ける革

新的実践 の 普及 を描 い た事例研 究の 文脈 とい

う2 っ の 方向か らアプ ロ
ー

チ され て きた。 し

か し ，
「学校改革」 を引き起 こす教師個人 （＝

当事者）の 視点 は，し ば し ば教師集団に 埋 没

して しま うか ， ク ロ
ーズ ア ッ プ され た場合 も，

教師集団 へ の 親和 的な語 りや イ メ ージに 注 目

が寄せ られ ，「学校改革」を主 導す ると い う
一

面 的理解 へ と回収 され て い る 。

　 厂学校 改革」 を引き起 こす教師の 視点を踏

ま えるな らば ，保 守 的 ・閉鎖的な教師集団 と

の相互 作用の なかで ，
「関係 して い る集団 の 価

値が拒否 される ばか りでは な く ， 個人 の 自分

自身 の価値が そ の代わ りに採用 され るか ぎり

で ， 挑戦は価値逸脱」 （Shoham ＆ Rahav 訳書

1998
，
229 頁）で ある とする論点は重要 とい え

よ う。 に もかか わ らず，「学校改革」 を引き起

こす教師個人 の 視点か ら，「学校改革」過程 に

お い て慣習的な教師集 団に起 因す る負の 影響

＝ 困難を把握 し よ うとした実証 的研 究は前例

にない 。それゆ え，彼 らがそ の 困難を乗 り越

え る方途 も示 され て い な い の が ，研 究の 現状

で あ る 。 以上 の 問題 意識を もち，本報告で は ，

「学校改革」 を引き起 こす教師個人 （＝当事

者）の 視点 か ら，「学校改革」過程にお い て 保

守 的 ・閉鎖的な教師集 団と の 相互 作用過程 に

お い て 生起す る困難 と，そ の乗 り越 えに 関す

る実態を明 らか に して い きた い
。

2 ．分析の枠組み

　本報告で は ， 第 1 に ，
ス テ ィ グマ （stigma ）

概念 の 観点か ら，保守的 ・閉鎖的な慣習的教

師集団 との相互 作用過程に生 じる負 の影響 ＝

困難 の 実態を分析 し た い 。「学校改革」を引き

起こ す教師に焦点化す る と，教師集団 へ の 「挑

戦は価値逸脱」 で あ り，「挑戦者に た い する烙

印の 効果は ，同調 に賛成す る よ うに と価値の

逸脱 を放棄 させ る こ と」（Shoham ＆ Rahav 同上 ，

230 頁）で あるため，彼 らの 困難に はス テ ィ グ

マ の 介在が 問題化 される。 し た が っ て ，まず

は ス テ ィ グマ タイゼ
ー

シ ョ ン の 発生 と認識 を

把握 し，それ に 対す る振 る舞い の 展開を分析

する。

　第 2 に ，本報告で は ，「学校改革」を引き起

こ す 教 師 の も つ ス テ ィ グ マ が カ リ ス マ

（charisma ）へ 転換 （カ リス マ 化）する実態 を

分析 した い
。 大村 （1979＞に よ ると，ス テ ィ

グマ は負の 方 向へ の 逸脱 カ リス マ は正 の 方

向 へ の 逸脱を意味 し，「悪魔 と の 交渉を刻印す

るマ
ー

クが ，ま さにそれ故 に，神 と の 交渉 を

刻印す る マ
ー

クに意味転換」 （ll8頁）する可

能性が指摘 され て い る。すなわち，「学校改革」

を引き起 こす教師 の ス テ ィ グマ とされ うる挑

戦的志向がカ リス マ へ と転換す る可能性 が考

え られ る。ス テ ィ グ マ か らカ リス マ へ の 転換

を捉 える 理 論 的枠組み と し て
， リ ッ プ （Lipp

l977）の 「三 極的思考モ デル tri−polar　thought −

model 」 を参考にす る。

　なお，本報告で は，「学校改革」を引き起 こ

す教師 の キ ャ リア （career ）に 着 目 し
，

こ れ ら

2 つ の 分析課題 を検討 し た い。

3 ．調査概要

　本報告の 問題に取 り組むために，「学校改革」

を引 き起 こ し た経験 をもっ 教師 （小 ・中 ・高

校教師）に対 し，半構造化形式で 面接調査を

実施 し，生活史を収集 した 。 本報告で は，調

査協力者 の 秘匿性保持 とデー
タ の 厳密性確保

の 両 立を意図 し ， 学校の 公 式窓 口 を使用 せず ，

学校外 の 教師サ
ー

クル 等 に て 私 的に調 査協力

を募 る こ とに した 。 それ ゆ え校種 も幅広い が ，

傍か ら見れば何 ら共通点をもたな い 彼 らが
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　「学校改革」 を引き起 こす教師 として類似 し

た キ ャ リア を歩む過程を検討す るこ とは，本

報告 の趣 旨と適合的とい える。

4 ．ス テ ィ グマ 化

　　「学校改革」 を引き起 こす教師は，親密性

の 高い イ ン フ ォ
ー

マ ル 集 団 へ と参入 し ， そ の

集団 の 志向 が 「学校改革」 を 目指した場合，

改革案策定 の 実践 ，
「学校改革」の 具体的手法

の 学習，メ ン バ ーを 「俺たち」，それ以外 を 「普

通 の 先生」 と位置づ ける境界設定を伴 っ た視

角形成 を達成 して い く。 しか し ， 彼 らの 動向

が知れ るや否や，「空気の よ うに 流され」た り，

直接的に 「潰され 」た りを経験す る 。
「学校改

革」 を引き起 こ す教師の 挑戦的志向はその 発

覚を以 て ス テ ィ グマ と化 し，「学校改革」 と全

く関係 ない 学級経営や生徒指導で の 同僚教師

間連携 の 場面で さえ，劣位 と排 除の 強制を受

け る 。
っ ま り，「学校改革」を引き起 こす教師

に は，慣習的集団 の 維持す る秩序 へ の 挑戦者

とい う社会的イ メ ージが ラベ リン グされ ，慣

習的集 団 の 秩序維持を 目指 した ス テ ィ グマ タ

イゼー
シ ョ ン が働 きか け られ る 。

　 しか し ， 彼 らは ス テ ィ グマ タイ ゼーシ ョ ン

に よ っ て劣位と排除を余儀な くされ るなか
，

それ を ど うにか 出来るわ けもない こ と，そ の

場 をなん とかや りす ごす しか ない こ とを理解

す る と，ス テ ィ グマ に起因す る ダメ
ージを軽

減 し よ うと，緊張処理や情報操作 （Goffman 訳

書 2001）を主体的に構築 ・実践 して い る 。 た

とえば ， 緊張処理 として ， 徹底 して 「頭を下

げ」 続けて 慣習的集団の 溜飲 を下げさせ ，慣

習的集団 の 多忙感 を増さな い よ うにイ ン フ ォ

ーマ ル 集団外の 助 けを求めず，孤軍奮闘す る

す がた を呈示 す るな ど し ， 集団間の 優劣関係

を保ち，慣習的集団の 秩序 を傷っ けない こ と

をア ピー
ル す る 。 しか し，慣習的集団 の なか

に は ，「学校改革」 の 主体者や動向自体を知 ら

な い 教師も少 な くな い
。 彼 らはそ こ か らの ス

テ ィ グマ タイゼ ーシ ョ ン を回避す べ く， 情報

操作を試み る。校長 をイ ン フ ォ
ーマ ル 集団に

取 り込 み，そ の 指揮体制下 に隠れ るカ ム フ ラ

ージ ュ を試み る こ とはそ の 常套手段 で ある 。

　 ス テ ィ グマ 自体が軽減す る契機は ，数年 間

に及 ぶ対 処方略 を通 じて達成に い た る 「学校

改革」 の 成功で ある。ようや く成功 を収 めた

「学校改革」 が ，慣習的集団の 秩序に挑戦せ

ず ， それ を脅か さない こ とが証明 され る と，

ス テ ィ グマ タイゼ ーシ ョ ン の 正 当性は揺 らぎ ，

　「学校 改革」 を引き起こす教師 へ の ス テ ィ グ

マ は軽減 し て い く。以上 の プ ロ セ ス の 背景を

なすの が，カ リス マ 化で あ る。

5 ．ス テ ィグ マ か らカ リス マ へ の 転換

　　「学校改革」 を引き起 こす教師におい て ，

ス テ ィ グマ か らカ リス マ へ の 転換 を達成 し，

　「学校改革」 を成功に導くな か で ，セ ル フ ・

ス テ ィ グマ タイゼ ー
シ ョ ン がそ の 契機 とな っ

て い る。「学校改革」 の 正 当性 とス テ ィ グマ の

不当性 を主 張 し続けなが ら，ス テ ィ グマ の 生

じて い るそ の 状況 が 自然 と好転す る と信 じて

い る 限 り，緊張処 理 や情報操作の フ ェ
ーズ に

移行す る こ とはな い 。 しか し ， それ で は ス テ

ィ グ マ に 対処で きず，「学校改革」 の 成功 は
一

向 に訪れ ない ，

　 し か し
，

セ ル フ ・ス テ ィ グマ タイ ゼー
シ ョ

ン を経て ，「学校改革」を引 き起 こす教師が 自

身 へ の ス テ ィ グマ タイ ゼ ー
シ ョ ン に腹 を括 る

こ とに よ っ て ，「レ イ ベ リン グが依拠す る価値
＝規範 の トータ ル な 再構 成 を企 図」 （小 松

1981） し ，
ス テ ィ グマ ・ダメ

ージの 軽減 ， 延

い て は 「学校改革」 の 成功 に向けて 戦略的な

舵取 りを始め る 。 彼 らは ス テ ィ グマ を受け容

れ ， 波風 を立て ず ， 挑戦の ポーズ を取 らず ，

周囲 の 教師を巻 き込ま ない 抑制的姿勢を取 り

続 ける こ とで ，
「学校 改革」 の 成功を手 に し，

カ リス マ へ と転じて い くの で あ る。
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